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グ
レ
イ
ダ
ナ
ス
著「

ケ
イ
ン
ズ
經
濟
理
論
の
發
展」

. 

/
. ニ一

四

(

七
三
o)

を
揭
げ
て
ゐ
る
0

.

-
本

書

は
「

解
說」

と
題
さ
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
'
實
際
は
、
解
說
と
批
判
の
中
間
書
と
5

方
が一.

層
內
容
に
相
應
し
い
。.
單
な
る 

解
說
書
で
.H

は
、
.

I
少
し
く 

I

に

妻

に

、

一
般
に
.理
解
さ
れ
易
い
や
う
禱
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
若
し
批
判
書
で
あ 

|

ら
ば
、
3

多
くQ

批

S

献
に
接
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
孰
れ
も
が
充
分
滿
足
さ
れ
て
碧
い
。
殊
に
馨
は
本
書
の

9
 

ノ
ヵ「

所

指

.投
資

貯

蓄」

の
章
を
原
著
^.
他
の
文
献
と
比
較
し
っ
、
精
讀
し
て
、
こ
の
や
う
な
觀
を
抱
が
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で 

あ
ス
。
然
し
こ
の
故
に
本
書
を
麗
し
よ
う

.と
す
る
の
で
は
な
い
。
鍵
と
批
判
の
中
問
書
と
し
て
は
、
そ
の
大
い
な
る
價
値
を
認
め 

な
S

に
は
行
か
ぬ
。
特

.
S題Q
中
心
點'Q

把
握
、
推
理€

暴

さ

、
ケ
イ
.

X

ズ

講

S

す

金

し

論

識

等

は

、
本
書
の
誇
り 

と
す
る
所
で
t

う
。
こQ

言

1

5
、
中
山
博
士 

Q

f優
,
た
師
を
中
心
と
し
て
、
I

Q
ケ
イ
ン
ズ
硏
I

Q
討
論
を
俟
っ 

て
.初
め
て
出
現
す
f

Q
で
t

う
。
博
士
罢
は
れ
る
や
う
に
、「

學
生Q

時
期Q

.
S
I

程
、
虛
心
に
‘純
粹
に
行
は
れ
f
 Q

は
な 

>

ケ
イ
ン
ス
に
っS

 

5
正

に

無

數

れ

.て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
却
っV

こ
れ
に21

は

れ

ざ

る

純

粹

薩

書

麗 

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
.こ
の
解
說
に
存
舊
値
が
あ
る」

の
で
I

。
本
書
は
|

£

£
い
て
も
、
批
判
の
點
こ 

..お
い
て
も
幾
多
不
完
全
な
筒
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
然
し
こ
れ
は
學
生
諸
君
，の
チ
に
な
れ
f

の
で
あ
る

以

上

、

止

む

を
得
‘な
い
。
否
、 

反
對
に
I

諸
君
Q

t
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
こ
れ
程
優
れ
た
實
未

I

っ
て
現
は
れ
な
か
っ
た
で
あ
I

。
し
か 

も
本
書
に
よ
っ
て
難
解
な
ケ
イ
ン
ズ
謎
の
手
引
が
與
へ
ら
れ
た
こ
と
は
ノ
现
論
經
濟
學
界

.に
お
、け
る
大
き
な
喜
び
で

あ
る
。
突
 々

は
最
大
な
識
辭
を
、
罪
、
大
島
、
深
田
兒
玉
の
四
君
に
與
へ
、
最
大
の
感
謝
I

れ
等
の
指
導
に
當
ら
れ
た
中
山
博
士
に
捧
げ
る
。
こ 

れ
に
肋
け
ら
れ
て
、
我
國
に
お
け
る
ケ
イ
ン
ズ
硏
究
が一

震

く

深

く

.進

f

れ
、
こ
れ
に
刺
戰
さ
れ
.で
、
多
く
の
學
生
諸
君Q

硏
究 

熱
が
種
々
の
方
面
で.4

段
''と發
揮
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
るo 

.

マ

ス

A
丄

ス

印

度
支
那
に
お

け
る

(

政
策
と
發
展
_

■
Tilomas 

M
. 

wnnis, 

French 

iPolicy and D

alvelodmentsiy 

Indochina, 

1VO
3
6
.

下

田

博

Omam

ナ
ポ
レ
オ
ン

•
ボ
ナ

.パ
ル
ト
に
ょ
っ
て

「

眠
れ
る
獅
子

.し
と
呼
ぱ
れ
、
而
し
て
凡
そ
前
世
紀
(0
央
頃
ま
で
昏
々
と
深
き
眠
0
を
續
け
て 

ゐ
た
支
那
に
對
し
、
か
の
阿
片
戰
爭
を
轉
機
と
し
て
-
歐
米
列
强
の
侵
略
の
火
蓋
が
き
ら
れ
た
る
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
對
支
經
略
は
、
 

大
假
、
印
度
支
那
を
中
心
に
、
そ
の
附
近
に
勢
力
前
迆
據
點
を
求
め
っ
\

生
と
し
て
南
支
に
お
け
る
權
益
確
保
を
目
標
と
し
て
途
行 

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

-
-

誠
に
、
怫
領
印
度
支
那
こ
，そ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
支
那
、
就
中
、
南
支
攻
略
の
據
點
で
あ
り
'-
ま
た
そ
れ
ゅ
袅
に
こ
そ
今
次

日

支
事 

變
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
火
の
っ
く
こ
と
を
何
ょ
り
も
恐
れ
た
る
フ
ラ
ン
ス
は
、
西
北
赤
色
援
蔣
ル
ー
.ト
と
共
に
、
西
南
援
蔣
ル
ー
ト 

の 

一■
と
し
て
、
そ
の
先
端
に
立
て
る
ィ
ギ
リ
ス
の
援
蔣
政
策
に
便
乗
し
、
、わ
が
打
倒
蔣
政
權
.
苋
亜
新
體
制
建
設
•の
た
め
の
聖
戰
の 

矛
を
遮
っ
た
の
で
あ
る
。 

‘

然
ら
ば
、

一

體
"
怫
領
印
度
支
那
と
は
如
何
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
。
一

佛
領
印
度
支
那
は
、
印
度
支
那
半
鳥
の
東
半
を
占
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
た
る
交
趾
支
那
、
そ
の
保
襲
た
る
ト
ン
キ
ン
、
安
南
*

(

ト
ー
マ
ス
•ィ
i 
ニ
ス
著「

印
度
ナ
X.
那
に
杈
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
ミ
發
展
し

.
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二
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(
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三
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合 廣 カ ラ 安 ト 交

Mt \  ソ at
州 ホ オ _ _

チ キ 支

計 灣 ヤ ス 南 ン 那

卜
i

ス
•

ィ
•
工1.1

ス
考
印
度
支
那
に

お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
，政
策w

發
M

J 

j 

ニ

六

S

三ニ)

.

.

.

.

 

\ 

' 

I 

.
-

ラ
オ
ス
及
び
力
ム
‘ポ
ヂ
ヤ
、
並
び
に
租
借
地
た
る
廣
州
灣
を
包
含
し
、
北
は
廣
東
、
廣
瓯
及
び
雲
南
の
支
那
諸
省
に
接
し
、
西
北
隅
は
.
 

ビ
ル
マ
、
西
は
シ
ャ
ム
に
續
き
、

.西
南
は
、

V.

ャ
ム
灣
、
東
は
ト
ン
キ
ン
灣
及
び
支
那
海
に
臨
み
-
總
面
積
凡
そ
七
十
四
萬
一
千
六
百
平 

方
籽V

人
口
總
數
大
約
ニ
千
三
百
ニ
十
四
萬1

千
を
有
す
る
。

こ
れ
を
各
他
方
別
に
み
れ
ば
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
o 

、

.

人 

分

：

.

四•
六一

六C
S

,

ョー
ロ 
ッバ人一芄、四四九

)

.

八、七〇〇
c

同

ゝ

一

九、〇
ニ三

〕

五
ニ.
ハ
五
六

(

同 

.

1.、〇 
一
 

ニ(

同 

三、〇四六

(

同
 

ニ一一へ同 

二三、ニ
四

一
(

同

‘

右
の
表
の
示
す
如
く
、
こ
れ
ら
の
ぅ
ち
、
ま
づ
、
ラ
オ
ス
は
.面
積
最
も
廣
大
な
る
割
合
に
人
口
最
も
稀
藤
に
し
て
、
安
南
と
共
に
經 

.

.濟

的

開

發
S

地
を
多
分
に
殘
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
交
趾
支
那
は
印
度
支
那
半
島
隨
ーQ

沃
土
に
し
て
、
そQ

產
す
る
サ
ィ
ゴ 

ン
米
は
世
泛
名
高
く

*
然

K

ボ
チ
ャ
の
米
及
び
胡
椒
並
.び
に
廣
州
灣Q

求

•
胡
麻
及
び
海
産
物
等
と
擧
げ
來
ら
ば
、
こ
れ
ら
の 

地
方
に
お
け
る
資
源
の
豐
富
な
る
、
誠
に
フ
ラ
ン
スQ

.

一
 
大
寶
庫
龙
る
の
名
を
辱
づ
か
し
め
ぬ
も
の
.と
い
つ
て
さ
し
つ
か
へ
を
く
、&

 

し
て
ま
た
印
度
支
那
半
島
の
東
北
隅
に
位
し
て
支
那
と
境
を
接
せ
る
ト
ン
キ
.ン
は
こ
れ
ら
一
植
民
地
、

一
租
借
地
及
^
四
保
護
領
を
以

0 

積 

,

平
方 

■

六
四
、七
〇
〇

,
1
1

五
、七
〇
〇

1
四
七
、六
0
0

二
三
一
、四
〇
〇

1

八 
一
、
8

0

1、
1
1〇
〇

■七
四
一
、六
〇
〇

-

四
^
*九
八
五)

.

.

五三
八〕 

ニ
、ニ
六
五) 

U

四 

四
ニ
、
五
〇
1)

方
籽
當

三 七  一 s 七 七 人  
一 五 七 四 八 五 一 人 ロ

て
紐
織
す「

印
度
支
那
聯
邦」

の
中
央
政
府
の
所
在
地
た
る<.

ノ
ィ
を
始
め
交
通
の
要
點
た
る
ハ
ィ
フ
ォ
ン
等
の
重
要
諸
都
市
を
擁
し
、 

金
佛
領
を
睥
脱
し
っ
-
、̂
更
に
フ
ラ
ン
ス
の
對
支
勢
力
前
進
據
點
と
し
て
重
要
な
る
役
割
を
果
し
っ
、
あ
る
。

.

い

ま

こ

、
に
紹
介
す
る
本
書
の
著
者
ウ
ェ
ス
ト
•
ヴ
ァ
ー
ジ
一
一
ア
大
'學

史

學

科

助
敎
授
ト
ー
マ
ス
•
ィ
ー
•
エ
ニ
ス
は
、

こ
の
フ
ラ 

.ン
ス
に
と
っ
て
政
治
的
經
濟
的
軍
事
的
に
頗
る
重
要
な
意
義
を
も
っ
怫
領
印
度
支
那
を
姐
上
に
の
•ぼ
せ
、
全
卷
二
百
三
十
頁
、
全
八
章 

の
ぅ
ち

',
先
づ
前
の
五
章
に
，亙
つ
•て
フ
ラ
ン
ス
の
印
度
支
那
經
略
の
歷
史
を
敍
し
、
第
六
章
に
お
い
て
現
在
の
怫
領
印
度
支
那
の
經
濟 

事
情
を
述
べ
、
而
し
て
第
七
章
に
お
い
て
印
度
支
那
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の

社
會
的
諸
施
設
丨——

_
療
施
設
、
勞
働
統
制
及
び
敎
育
施 

設
等
—

を

概

觀

し

、
て
ゐ
る
が
、
是
等
の
諸
章
を
通
じ
て
'
著
者
が
特
に
云
は
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
何
で
あ
る
か
。

.箸
者
は
、
特
に
、

一
八
五
六
年
第
二
次
阿
片
戰
爭
を
轉
機
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
に
ょ
る
支
那
侵
略
，が
行
は

れ

て

か

ら

惹
起
せ 

ら
れ
た
る
政
治
的
經
濟
的
社
會
的
諸
問
題
を
取
り
上
げ
っ
>
、
こ
の
間
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
的
支
配
に
對
す
る
印
度
支
那
の
反
抗
の
本
質
を 

究
明
せ
ん
と
努
む
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
乾
者
は
！
こ
の
フ
ラ
ン
ス

人
の
支
配
に
對
す
る
印
度
支
那
土
民
の
反
抗
の
本
質
的
原
因 

を「

フ
ラ
ン
ス
の
同
胞
的
個
人
主
義
的
哲
學」

と
，印
度
+乂
那
.の
家
長
的
全
點
主
義
的
原
理」

と
の
矛
盾
に
求
め
、
こ
の
矛
盾
か
ら
生
ず
る 

兩
箸
の
刺
礫
を
本
書
.の
隨
處
に
展
開
し
っ
X
、
延
い
て
ョ
ー
ロ 
.ッ
パ
的
熱
帶
植
民
地
政
策
殊
に
フ
ラ
ン
ス
の

そ

れ

が

果

し

て

成
功
せ
る 

や
否
や
の
問
題
に
ま
で
論
及
せ
ん
と
し
て
.

ゐ
る
。
果
し
て
そ
れ
は
成
功
せ
る
も
の
で
あ

ら

ぅ

かo 

嘗
て
ー
九
ニ
ハ
¥
ょ
り
同
'
,ー
九
年
ま
で
ィ
ギ
リ
ス
の
支
那
派
遺
軍
に
居
り
、
の
ち
上
九
ニ
四
年
ょ
り
同
ニ
七
年
ま
で
燕
京
大
學
に
歷 

史
を
講
じ
、
而
し
て
同
ニ
七
年
べ
キ
ン
の
來
支
通
信
社
支
局
長
た
り
し
著
者
は
、
本
書
の
卷
末
に
揭
ぐ

る

豐
富
な
る
資

料

と

其
の
現
地 

に
關
す
る
見
聞
と
相
俟
っ
て
、
.本
書
最
終
の
.第
八
章「

印
度
支
那
の
不
安」

に
お
い
て
こ
れ
に
答
へ
ん
と
す
る
の
で
あ
るo

ト
I
マス•ィ

1
1

ス
箸
-1
印
度
支
那
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
政
策

--
?J

發
展
し 

一
二
七

.(

七
三
三)



卜

1
マ
ス
•

イ
•

工
_

J

ス
著
コ
印
度
支
那
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
ざ
發
展

」

 

一

二

八

(

七
.三
闼)

著
者
は
云
ふ
、

.'
-
I同
胞
平
等
の
感
念
よ
り
發
足
せ
る
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
は
共
和
制
に
依
存
す
る
。
父
權
主
義
に
驅
ら
れ
た
る
印
度
支
. 

那
の
政
治
は
本
質
的
に
貴
族
的
で
あ
る
。
政
治
的
見
地
よ
り
觀
れ
ば
、
ブ
ラ
ン
ス
は
世
俗
的
で
あ
り
、
印
度
支
那
は
宗
敎
的
で
あ
る
。 

フ
ラ
シ
ス
共
和
_
と
異
り
、
印
度
+乂
那
王
國
は
.
•

.

.神
聖
尊
嚴
な
ろ
皇
帝(

d
fl
Q
ffi

o
a
n
g
r

o
e

)

を
ば
营
だ
に
現
世
の
治
者
と
し
.て
D 

■み
な
ら
ず
天
带
，と
し
て
.仰
ぐ
。
西
歐
人
は
、
洪
水
.に
因
る
凶
作
を
，
自
然
の
暴
力
に
悪
因
せ
し
め
る
o
.印
度
支
那
人
は
、
.之
を
、
天
命 

に
從
ふ
可
き
皇
帝
及
び
習
の
不
德
の
所
爲
と
做
すo 

.

斯
く
考
へ
來
ら
ば
、
' 印
囊

那

，の
民
衆
は
.そ
の

新
た
な
る
支
配
者
た
る

フ

ラ

ン 

ス
人
の
，
す
べ

.
ら
ざ
'る
を
撤
感
せ
ざ
る
を
え
な
い
0」

.

フ
ラ
シ
ス
の
印
度
支
那
統
通
の
問
題
は
、
か
く
て
、
そ
の
政
治
的
社
會
的
經
濟
的
分
野
に
お
け
る
政
策
の
善
惡
巧
拙
を
超
え
た
問
題 

で
あ
、る
。
そ
れ
は
兒
族
の
問
題
で
；あ
り
、
そ
の
よ
っ
て
立
っ
べ
き
莶
本
原
理
の
問
題
で
あ
る
。「

凡
そ
史
上
如
何
な
る
時
代
と
雖
も
、
同 

6L
的(

H

業
的)

主
義
と
家
長
的(

農
業
的)
主
義
と
の
融
合
せ
る
は
#*
て
な
い.

0

兩
者
の
出
會
ふ
と
き
，
そ
の
衝
突
せ
る
や
必
定
で
あ
る 

.
•
:今
日H

業
主
_
と
農
業
主
義
と
の
激
烈
な
る
拮
撖
は
、
ア
メ
リ
力

人
に
對
す
る
フ
ィ
リ
ッ
ピ
シ

人
の
、
イ
ギ
リ
ス

人
に
對
す
る
イ 

ン
ド
.人
の
、
而
し
て
ま
た
フ
ラ
ン
ズ
人
に
對
す
る
印
度
支
那
人Q

杭
&
に
お
い
，て
1£
に
そ
の
頂
點
に
達
し
て
ゐ
る
。
然
も「

先
進」

工
業 

國
に
し
て
そ
の「

後
進」

農
業
國
に
.お
け
る
政
策
が
實
に
自
國
，の
存
立
を
免
か
ら
し
む
べ
き
を
認
む
る
と
き
、
ひ
と
り
そ
の
と
き
の
み
*
 

專
，門
的
に
謂
ふ
所
0

.

「

帝
國
主
義
1_
-な
る
侵
略
政
策
が
外
交
上
の
切
札
た
る
.こ
と
を
や
め
る
で
あ
ら
5
0

」

然
も
、
元
來
、
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
の
如
く
、
植
民
地
領
有
の
絕
對
的
必
要
を
持
た
ぬ
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
的
計
畫
は
、
そ
れ
、ゆ
焱 

に
、「

商
業
的
强
國
確
立
の
.た
め
の
'凡
俗
な
る
勞
働
に
從
ふ
前
に
、
軍
事
的
帝
國
設
立
を
目
指
す
名
譽
と
胃
險
と
：ロ
マ
ン
ス
と
に
驅
ら 

れ

た

る

も

の

で

あ

'っ

た

O
Jか
ぐ
し
て
、
そ
の
植
民
政
策
に
お
い
て
誠
に
極
端
な
本
國
本
位
主
義
.•完
全
な
る
同
化
政
策
を
と
れ
る
フ
ラ 

ン
ス

は

い
は
^
英
國
的
植
民
地
自
治
政
策
を
と
ら
ん
と
せ
る
ラ
ネ
ッ
サ
.ン(J

o.seph de L
a
n

.rt>ssan )

や
グ
ァ
レ
ユ

ヌ
へ

>

^

«
§̂

”

厂 w

varenne)Q

如

高

髮

那

馨

を

本

國

i

還
し
、
た

I

へ
に
、
印

髪

那

舊

來

s

f
地
方
特
殊
寒
情
も
皆
な
之
れ
悉
く 

こ
れ
を
三
色
旗
の
下
に
歸1

し
去
ら
ん
.と
し
た
：の
で
あ
る
.
o誠
、に

「

フ
ラ
.ン
ス
の
政
策
は
驚
地
の
個
性
を
窒
息
せ
し
む
る
も
の
で
あ

.

5 

. 

'

か
く
て
ま
た
怫
領
印
度
支
那
特
有
の
現
象
は
フ
ラ
.ン
ス
人
官
吏
の
過
剩
に
あ
るc

一
 
九
ー
.〇
年
*
交
趾
支
那
に
は
、
ィ
ギ
リ
ス
が
僅 

"々T

五
人
の
官
货
を
以
て
統
治
し
ぅ
べ
き
地
域
に
實
に
八
十
六
人
の
高
級
官
吏
あ
る
を
み
た 

さ
，れ
ば
今
日
佛
領
印
度
支
那
中
央
豫
算 

の
三
分
の 
一
.
i-M
方

豫

數

の

二

分

の

.
一

が
佛
系
官
吏
の
維
持
に
支
出
せ
ら
れ
て
ゐ
る
'こ
と
は
怪
し
む
に
足
り
な
い
0
而
し
て
こ

^
ら
0 

フ
ラ
ン
ス
の
.政
策
に
對
す
る
土
民
の
不
滿
乃
爱
抗
を
緩
和
す
る
方
策
と
し
て
、
土
民
官
吏(

マ
シ
ダ
ラ

ンM
a
n
d
a
r
i
n
)

の
登
用
とM

、

,

の
待
遇
條
件
の
改
煢
向
上
と
の
方
針
が
と
ら
れ
た
が
、
併
し
.唯
だ
自
己
の
榮
達
を
の
み
念
願
と
せ
る
俗
吏
と
し
て
若
し
く
は
ま
た
フ
ラ 

ン
ス
に
負
收
せ
ら
れ
た
る
走
狗
と
し
て
土
^
に
接
す
る
こ
と
多
き
こ
れ
ら
マ
ン
ダ
ラ
ン
に
對
す
る
憤
激
は
鱗
て
フ
ー
フ
ン

K

本
國
に
對
す 

る
反
抗
を
激
發
せ
し
む
る
に
い
た
り
、
か
く
て
一
般
土
民
大
衆
の
怨
嗟
と
有
識
土
民
層
の
不
滿
と
が
玆
に
M
族
獨
立
運
動
に
ま
で
集

|?« 

す
る
•に
至
れ
る
は
蓋
し
必
然
の
勢
と
い
は
■ね
ば
な
ら
ぬ
。

* 

.

. 

.

而
し
て
、
佛
領
印
度
支
那
に
お
け
る
民
族
運
動
は
、
著
者
も
記
せ
る
が
ご
と
く

•第
十

九

世

紀

末

葉

ょ

り

第

.ニ

十

世

紀

初

頭

に

か
け
、 

日
露
戰
爭
に
お
け
る
■日
本
の
戰
勝
に
.因
る
有
色
尻
族
の
覺
醒
奪
起
を
轉
機
と
し
て
燎
原
の
野
火
の
如
く
燃
え
撰
が
る
に
い

た

り

、

次

い 

.
で
ま
た
支
那
•印
度
•
フ
ィ
I

ビ
ン
及
び
工
ヂ
ブ
ト
等
の

f
 

I
の
_
 
*
成
功
等
は
佛
領
印
度
支
那
就
中
安
南
の 

段
族
運
動
に
®
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
せ
る
も
.の
で
あ
っ
た
？ 

，

.

，
然

も

、

第

一

次

ョ
i

ッ
パ
大
戰
に
際
し
、
嘗
て
彼
等
の
救
世
主
を
以
て
自
，任
せ
る
歐
米
列
强
相
互
間
に
お
け
る
抗
爭
殺
戮
I

擊 

せ
る
彼
等
は
效
に
、
^
善
的
な
白
人
的
支
配
に
對
す
る
全
面
的
不
信
を
抱
懷
す
I

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
然
も
ま
た
*
こ
の
第
一
次

ト
r

マ
ス

.
ィ•

エ

11.

ス
荖

-|
印
度
支
那
に

^

け
る
ス
ラ
ン
ス
の
政
策

^
發
展

|-| 

ニ

九

(

ヒ
三
五

)

、



卜
丨
マ
ス
•ィ

，̂
<
1

ス
-箸
1印
度
友
那
に
お
げ
る
フ
ラ
ン
ス
の
政
策

w

發
展

L.】

ヨ

0 

(

七

n
H
c

大
戰
を
契
機
と
し
て
ア
ジ
ア
大
陛
政
策
遂
行
を
計
れ
る
わ
が
國
は
，
ヮ
シ
ン
ト

ン
會
議
に
よ
つ
て
大
陛
よ
り
の
後
退
を
餘
儀
な
か
ら
し 

め
ら
.れ
る
と
、
も
に
、
國
內
的
關
心
が
寧
6
政
黨
政
治
に
集
中
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
國
際
政
治
的
關
心
の
稀
簿
を
き
た
し
た
の
で
あ
る
0 

而
し
て
、
.そ
の
間
、

一
九
.一
七
年
、：

ロ
シ
ア
共
產
黨
は
、
政
權
を
復
得
し
-
次
第
に
反
革
命
運
動
を
抑
壓
し
て
、
プII

レ
タ
リ
ヤ
獨
裁 

を
確
立
し
.た
が
、
こ
の
.
.ロ
シ
ア
革
命
の
成
功
は
こ
、
に
叙
上
の
民
族
運
動
土
共
產
主
_
運
動
と
の
聯
繁
提
携
.を
生
む
に
至
つ
て「

印
度 

支
那
の
坩
堝
を
沸
騰」
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。 

'

而
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
段
階
.に
お
け
る
尻
族
運
動
を
論
述
せ
る
著
者
は
、
結
局
、
印
度
支
那
人
の
希
望
達
成
の
成
否
如
何
を
以
て
印 

度
及
び
交
弧
の
動
向
如
何
と
密
接
不
離
の
關
係
に
あ
る
も
の
と
な
し
、
か
.く
て
結
論
し
.て
い
ふ「

印
度
支
那
よ
り
遙
か
に
根
强
き
找
族 

的
哲
學
を
有
す
る
、
菇
等
兩
國
こ
そ
、
そ
の
南
方
隣
國
の
と
る
べ
き
途
を
決
定
ず
る
の
で
あ
ら
ぅ
。
し
と
0
 

‘ 

三

•誠
に
、
そ
れ
は
：一
印
度
支
那
の
み
の
問
題
で
は
な
い
。
印
度
を
も
支
那
を
も
含
め
た
實
に
東
瓯
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。
然
も
、
'わ
た
く
し
.を
以
て
觀
れ
ば
、
印
度
支
那
に
就
い
て
觀
.て
も
"
こ
れ
に
.對
す
る
赤
色
的
乃
至
白
人
的
政
策
は
、 

「

印
度
史
那
人
の
印
度
支
那」

建
設
を
檩
膽
せ
る
彼
等
0
民
族
運
動
と
相
容
れ
る
も
の
で
は
斷
じ
て
な
い
0
そ
れ
ら
は
皆
な
こ
れ
、
彼
等 

を
解
放
す
る
代
り
.に•

こ
れ
を
窒
息
死
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
眞
に
東
瓯
民
族
の
解
放
獨
立
を
主
張
す
る
わ
が
方
策
を
去
る
.
 

こ
と
頗
る
遠
い
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
實
に
、
東
亜
の
.解
效
と
獨
立
と
の
達
成
實
現
は
、
わ
が
日
本
を
措
い
て
他
に
絕
對
に
求
む 

.ベ
く
も
な
い
し

-

ま
た
そ
れ
ゆ
幺
に
こ
そ
、
い
ま
や
東
亜
の
盟
主
と
し
て
東
亜
新
體
制
創
設
の
聖
業
に
邁
進
し
つ
、
あ
る
わ
れ
わ
れ
の 

資
務
た
る
や

11
且
っ
大
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
.0i 

•

わ
た
く
し
は
、
こ
、
に
、
著
者
の
引
用
せ
る
、

一
九G

五
年
安
南
學
生
の
手
に
成
れ
る
、
誠
に
種
々
の
示
唆
に
富
む
*
.
書
翰
及
び
パ

V

フ
レ
ッ
ト
の
一
節
を
揭
げ
て
本
書
紹
介
の
筆
を
擱
き
た
い
と
思
ふ
。 

ノ

「

フ
ラ
ンK

人
は
予Q

持
て
る
總
て
を
予
か
ら
奪
つ
た
。
彼

等

は

予

族

を

苦
し
め
る
こ
美
し
f

の
が
あ
る
。
賢
明
な
る

b

f

人
は
！：f

予Q

な
せ
る
が
如
く
な
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
等
は
日
本
に
#
い
て
こ
そ
多
數Q

同
胞H

よ

り

心

ら

歡

迎
f

れ
る
e

あ
ら
ぅ
し
、

フ
ラ
ン
ス
人
よ
り
も
賢
き
こ
と
限
り
な
き
、
わ
れ
わ
れQ

兄
弟
た
る
日
本
人
に
よ
？

こ

そ

又
I

 く
皆

な

親
切
に
あ

し
 

ら
は
れ
る

O
J

■、
 

'

一
 
切

の

撕

ブi

切
の
利
益
は
擧
げ
て
碧
眠
紅
毛
の
西
戎
北
狄
た
る
產
者
の
掌
中
に
あ
るo

而
し
て
、
わ
れ
ら
、
黄
色
人 

極
は
、
S

を
以
て
破
壊
せ
ら
れ
、
全
く
衰
頹
に
湖
せ
し
め
ら
れ
つ
、
あ
る
。
友
邦
を
ぅ
る
た
め
に
は
、
わ
が
I

の
代
表
者
に
依
頃 

づ
ス
こ
と
ヵ
必
毁
で
あ
る
予
は
貴
下
の
賤
し
き
從
樸
た
り
、
名
も
な
き
ー
學
徒
な
が
ら
-
新
著
書
新
學
說
を
學
ぶ
機
會
を
持
つ
に 

お

よ

び

H
本
の
近
代
史
に
お
い
て
彼
等
が
能
く
無
力
の
'ョ
丨

ロ
ッ
パ
人
を
征
服
し
得
た
所
以
を
見
出
し
た
。
わ
れ
わ
れ
が
一
結
社
を 

.叙
成
せ
ろ
所
以
は
こ
、
に
あ
る
：
：
わ
れ
わ
れ
は
安
南
の
靑
年
中
最
も
元
氣
旺
盛
、
最
も
與
氣
f

た
る
者
を
ば
選
ん
で
、

R
本
に
留 

學

a
し

め

ん

李

f

Q
で
t

:

:
 

5
 
二
人
に
此
の
運

f

氣
づ
か
れ
ず
に
數
f

l

し
た
。
こ
れ
わ
れ
わ
れ
が
わ
れ
わ
れ 

の
萝
ブ
を
増
大
し
f
た
所
以
で
あ
-る
現
在
日
本
に
お
け
る
印
度
支
那
翼
生
は
凡
そ
六
百
人
許
り
居
る
。
わ
れ
わ
れQ

隹
一
の
目
的 

は
其
の
將
來
Q

I

I
備
す
る
に
t

:

:貴
下
は
貴
下Q

地
方
に
斯
様
I

的
の
た
め
に
何
等
か
の
結

社

を

結
成
せ
ら
れ
た

か

。

」

 

5

。(

本

書

丸

霊

價

ニ

圓

四

0
錢) 

：

丨

ー

.
九
四
9

1

三—

丨
マ
ス
*ィ• H 

-I

ス
蓊
-T
印
度

友
那
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の

政
策w

發
展
.

C

七ill

七〕

m m

1» ：

^ 1；
J導レ
o m
セ擎

I n ：
'U:M
碑 :-

111'
i

! ? v

:威

:亂

•;離 ：

_

111

_ _

I I !：：
V、時 

1き 

福|-

I

II!
< .j

!：rf

I
|


